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2014年度 全国統一防火標語

菊川市マスコットキャラクターの「き
くのん」も普通救命講習会に参加し
ました。

平成 26 年度緊急消防援助
隊関東ブロック合同訓練。
菊川消防隊は津波被害に
遭った車両からの救出訓練
と警戒にあたりました。

8 月 2 日に菊川市
消防本部で「夏休
みわくわく消防体
験プログラム」が
開催されました。
当日は気温 30℃
を越える暑さのな
か、親子連れら約
130 名が参加して
くれました。
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心
臓
突
然
死
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得

ま
す
。
そ
の
時
近
く
に
心
肺
蘇
生
法
を

周
知
し
て
い
る
人
が
い
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が

あ
れ
ば
こ
の
人
を
助
け
る
事
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
は

難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応

急
手
当
は
勇
気
を
出
せ
ば
誰
で
も
で

き
ま
す
。

消
防
署
で
は
普
通
救
命
講
習
会
（
国

で
決
め
ら
れ
た
３
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
心
肺
蘇
生

法
を
学
び
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

普
通
救
命
講
習
会

普通救命講習会案内
開 催 日：毎月第 3土曜日 9：00～12：00
場　　所：消防署 2階（救急指導室）
受講人数：概ね 15名程度

（1人からでも申込み可能です）
申 込 み：開催前日まで消防署救急係

（☎ 35―3283）で受付しています。
受講者に修了証を発行します。
※受講料は無料です。

●詳細は、菊川市ホームページ・facebook、
回覧でのチラシをご覧いただくか、消防署
救急係（☎35― 3283）まで、お問い合わせ
ください。

●受講者 6 名以上集まる事業所では、随時講
習会を開催できます。時間は平日 9：00 ～
12：00です。ご相談・お問い合わせください。
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◉
救
命
の
ポ
イ
ン
ト

救
急
車
の
出
動
件
数
は
菊
川
市
で
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
い

つ・ど
こ
で
怪
我
を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
、

傷
病
者
の
命
を
救
い
、
社
会
復
帰
に
導

く
た
め
、『
あ
な
た
』
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
に
「
心
停
止
の
予
防
」
で
す
。

突
然
死
の
原
因
に
子
供
に
は
、
け
が
、
溺

水
、
窒
息
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
成

人
に
は
急
性
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
十
分

注
意
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
発
症
リ
ス

ク
を
下
げ
る
こ
と
や
発
症
の
初
期
症
状
を

見
逃
さ
ず
に
救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と

が
心
停
止
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
心
停
止
の
早
期
認
識
と
通

報
」
で
す
。
意
識
の
な
い
人
を
見
た
ら
直

ち
に
心
停
止
を
疑
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

素
早
い
認
識
が
素
早
い
１
１
９
番
通
報
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

三
つ
目
は
「
一
次
救
命
処
置
」
で
す
。

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
『
あ
な
た
』
が
、

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
心
臓
と
呼
吸
の
動
き
を
助
け

る
方
法
で
す
。

四
つ
目
に
「
二
次
救
命
処
置
と
心
拍
再

開
後
の
集
中
治
療
」
で
す
。
救
急
隊
や

医
師
に
よ
り
、
薬
や
医
療
器
具
を
使
用

し
て
心
臓
の
動
き
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

指
し
、
専
門
家
に
よ
る
集
中
治
療
に
よ
っ

て
社
会
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
四
つ
を
あ
わ
せ
て
、『
救
命
の

連
鎖
』
と
言
い
、『
四
つ
の
輪
』
で
表
さ

れ
ま
す
。

「
心
停
止
の
予
防
」、「
心
停
止
の
早
期
認

識
と
通
報
」、「
一
次
救
命
処
置
」、「
二
次

救
命
処
置
と
心
拍
再
開
後
の
集
中
治
療
」

の
四
つ
の
輪
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
つ
な

が
る
こ
と
で
救
命
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

救
命
の
連
鎖
の
最
初
の
三
つ
の
輪

は
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
『
あ
な
た
』

に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
消
防
署
で
は
、
は
じ
め
の
三
つ
の

輪
に
つ
い
て
学
ぶ
普

通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
も

し
も
の
と
き
、「
だ

れ
か
」で
は
な
く『
あ

な
た
』
が
大
切
な
命

を
救
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
多
く
の
み

な
さ
ま
の
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

救
命
の
連
鎖
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救急車適正利用

このような使い方していませんか？
●突き指、打撲、切り傷などの緊急性の低い状態で救急車を呼んで
いませんか？

●タクシー代わりに救急車を利用していませんか？
●夜間や休日に診てもらえる病院がわからないという理由で呼んでい
ませんか？

救急車の正しい利用のご理解ご協力で救える命があります。
119番の前に、救急車が必要な緊急事態かどうか考えてみてください。

119番通報時の
お願い

救急車を呼ぶときには、傷病
者の状態（意識・呼吸）、掛か
り付けの病院（既往歴）があ
るかなどの情報を通信員がお
聞きします。緊急性が高い場
合は、すべてお聞きする前でも
救急車は出動しますので、慌て
ずに答えてください。
ご協力お願いします。

９
月
９
日
（
救
急
の

日
）
に
応
急
手
当
協
力

事
業
所
認
定
式
を
行
い
ま

し
た
。
消
防
署
で
は
、
救

命
効
果
の
向
上
を
目
的
と

し
、
一
定
数
以
上
の
従
業

員
が
普
通
救
命
講
習
を
修

了
し
た
事
業
所
で
、
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
１
１
９
番
通
報
や
応
急
手
当
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
「
応
急
手

当
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
て
、
応
急

手
当
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
認
定
基
準
】

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
従
業
員
の

う
ち
10
名
以
上
、
ま
た
は
２
割
以
上
が
普
通

救
命
講
習
を
受
講
し
て
い
る
事
業
所
。

平
成
26
年
度
の
認
定
事
業
所

●
旭
テ
ッ
ク
株
式
会
社
本
社
・
横
地
事
業
所

●
遠
州
夢
咲
農
業
協
同
組
合
本
店

●
株
式
会
社
エ
コ
ノ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

●
菊
川
シ
ー
ル
工
業
株
式
会
社

●
菊
川
文
化
会
館
ア
エ
ル

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

　

ひ
ま
わ
り

（
順
不
同
）

応
急
手
当
協
力
事
業
所

心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者
に
迅
速
な

救
命
処
置
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
協
力

者
に
消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

救
命
処
置
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
協

力
者
は
、
青
嶋
孝
奈
さ
ん
、
山
下
由

紀
子
さ
ん
、
稲
葉
一
典
さ
ん
、
土
屋
隆

夫
さ
ん
の
４
人
の
み
な
さ
ん
で
、
平
成

26
年
10
月
26
日
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
駐

車
場
で
心
肺
停
止
状
態
に
陥
っ
た
男
性

に
対
し
て
、
の
ど
に
詰
ま
っ
た
異
物
を

取
り
除
く
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法

の
実
施
、
１
１
９
番
通
報
、
救
急
車

の
誘
導
な
ど
、「
救
命
の
連
鎖
」
を
途

切
れ
る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
尊
い
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
、

山
下
さ
ん
、
稲

葉
さ
ん
、
土
屋

さ
ん
の
３
人
が

出
席
、
消
防
長

か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

救
急
業
務
協
力
者

　
　
感
謝
状
贈
呈
式

119 番通報の内容により救急車と同時に消防車が緊急出動す
ることがあります。これは傷病者が心肺停止のときや、高層建物
内で救急隊だけでは搬送が困難なとき、ドクターヘリや消防防
災ヘリの活動を支援するときなどに出動します。これを『救急支
援出動』といい、救急隊の活動を支援することで病院に傷病者
を迅速に搬送し、救命率の向上を図ることを目的としています。
火災以外でも消防車がサイレンを鳴らして緊急走行をすること
がありますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

ご存知ですか？
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菊川市消防本部テレフォンサービス
消防署には火災発生時デジタル音声で火災
種別と発生場所（大字）を広報する災害情報
ダイヤルがあります。

☎ 0537 -37-3119
（提供情報）
1番：病院情報　休日、夜間の診療科目情報
2番：災害情報　菊川市内で発生している火災情報
3番：消防情報　火災予防等啓発情報

火災速報メールを配信しています
（メール配信は登録が必要です。）

❶ es‐kikugawacity@smtp3.fastalarm.jp
上記メールアドレスへ空メールを送信。

❷ 空メール送信後、すぐに返信されてくる
メール本文内のURLに進んで画面の指
示に従い、登録を完了。

※ メール受信制限設定をしている人は、メール受信制限設定
で「以下のメールアドレス」および「URL 付きメール」の
受信許可をして下さい。
chutoen－shirei@smtp3.fastalarm.jp

（市外局番） み　な　さんの いち いち きゅう

火
災
は
前
年
と
比
べ
７
件
減
少
し

15
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
建
物
火
災

が
６
件
減
り
２
件
、
車
両
火
災
２
件
、

そ
の
他
火
災
が
11
件
で
し
た
。
死
者

及
び
負
傷
者
が
発
生
す
る
火
災
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
な
火
災
原
因
と
し
て
は
、
た
き
火
・

草
焼
き
が
６
件
、
た
ば
こ
が
２
件
と
な
っ

て
お
り
、
損
害
額
は
４
０
，
２
３
５
千
円

で
前
年
よ
り
も
９
，
４
９
４
千
円
増
え
て

い
ま
す
。

火
災
以
外
の
消
防
車
の
出
動
件
数
は

３
１
５
件
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て

は
、
救
急
支
援
が
２
７
４
件
と
９
割
近

く
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
油
漏
れ
13
件
、

現
場
確
認
12
件
、
誤
報
11
件
、
ガ
ス
漏

れ
１
件
、警
戒
そ
の
他
が
４
件
で
し
た
。

救
助
出
動
件
数
は
21
件
で
、
要
救
助

者
13
人
を
救
助
し
ま
し
た
。

内
訳
と
し
て
は
、交
通
事
故
が
16
件
、

機
械
の
事
故
１
件
、
そ
の
他
の
事
故
が

４
件
で
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
件
数
で
は
３

件
増
え
、
要
救
助
者
数
は
４
人
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

救
急
出
動
件
数
は
１
，
４
８
８
件
で

し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
急
病
８
９
５

件
、
一
般
負
傷
１
９
４
件
、
交
通
事
故

１
７
４
件
、
労
働
災
害
８
件
、
運
動
競

技
９
件
、
加
害
12
件
、
自
損
行
為
16
件
、

転
院
搬
送
１
７
４
件
、そ
の
他
６
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
出
動
件
数
は
85
件

増
え
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
１
，
４
３
６
人
で
、
前

年
よ
り
も
56
人
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
件
数

消
防
出
動
件
数

救
助
件
数

救
急
件
数

車両火災
2件

建物火災
2件

その他火災
11 件

救急支援
274 件

警戒その他
4件

ガス漏れ
1件

油漏れ
13 件

誤報
11 件

現場確認
12 件

機械の事故
1件

交通事故
16 件

その他の事故
4件加害

12 件

運動競技
9件

労働災害
8件

急病
895 件

その他
6件

転院搬送
174 件

自損行為
16 件

一般負傷
194 件交通事故

174 件

火災種別件数

消防出動件数

事故種別件数救急出動件数

平成26年中の災害件数

…おねがい…
⒈野焼きをするときは、消防署に
おしらせ下さい。

⒉空気が乾燥して、強風のときは
たき火はやめましょう。

⒊外での たばこ のなげすては
やめましょう。



平
成
26
年
７
月
６
日
に
、
菊
川
市

消
防
団
査
閲
大
会
が
菊
川
文
化
会
館

ア
エ
ル
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
操
法
や
訓
練

礼
式
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
合
う
場
で
あ
り
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

団
員
達
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て

早
朝
や
夜
間
の
訓
練
に
励
み
、
そ
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
団
員
の
キ

ビ
キ
ビ
と
し
た
行
動
に
見
学
者
か

ら
は
、
拍

手
や
歓
声

が
湧
き
上

が
り
ま
し

た
。ま

た
、

当
日
は
女

性
消
防
団

員
に
よ
る

心
肺
蘇
生

法
の
実
技

講
習
も
併

せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
水
害
に
備

え
水
防
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
平

成
26
年
６
月
14
日
に
菊
川
文
化
会
館

ア
エ
ル
前
の
菊
川
河
川
敷
で
自
治
会

や
関
係
機
関
と
と
も
に
全
消
防
団
員

が
参
加
し
て
の
水
防
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、消
防
職
員
の
指
導
で
、

ロ
ー
プ
結
索
訓
練
や
土
の
う
作
成
訓

練
、
木
流
し
工
法
訓
練
、
月
の
輪
工

法
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
署
と
消
防
団
は
火
災
現
場

で
、
的
確
か
つ
迅
速
な
消
火
活
動
を

す
る
た
め
に
合
同
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
か
ら
延
べ

３
ヶ
月
の
間
に
菊
川
市
消
防
団
全
分

団
が
順
次
訓
練
に
参
加
し
て
消
防
ポ

ン
プ
車
、
資
機
材
の
取
扱
い
や
構
造

な
ど
基
礎
知
識
の
教
育
訓
練
を
は
じ

め
、
消
防
活
動
時
の
安
全
管
理
、
建

物
火
災
の
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
「
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
」
を
実
施
し
て
、
更
な

る
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
消
防
署
と
消
防
団
の
連
携

を
強
化
し
て
、
円
滑
な
消
火
活
動
を

行
い
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。

平
成
27

年
１
月
４

日
、
市
民

総
合
体
育

館
で
菊
川

市
消
防
出

初
式
を
行

い
消
防
職

員
と
消
防

団
員
の
士

気
高
揚
と

職
務
遂
行
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
市
長
か
ら
は
、地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的
に

防
災
活
動
に
取
り
組
む
消
防
団
員
に

敬
意
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

式
典
に
は
消
防
職
員
、
消
防
団
員

及
び
、関
係
者
合
わ
せ
て
約
４
０
０
人

が
出
席
し
、
静
岡
県
消
防
協
会
小
笠

支
部
長
表
彰
や
菊
川
市
消
防
団
長
表

彰
な
ど
の
各
表
彰
が
行
わ
れ
、
式
典

終
了
後
に
は
消
防
団
車
両
16
台
が
、

そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
地
域
に
向
か
い
、

無
火
災
・
無
災
害
の
Ｐ
Ｒ
広
報
を
行

い
ま
し
た
。

5

平
成
26
年
度

消
防
団
査
閲
大
会

出
　
初
　
式

消
防
団
・
消
防
署
合
同
訓
練

菊
川
市
水
防
訓
練

結索訓練土のう作成訓練

地域防災の要・菊川市消防団



静
岡
県

は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地
震
な

ど
大
規
模

な
地
震
災

害
が
発
生

し
た
場
合
、

地
震
動
や

津
波
に
よ

る
甚
大
な

被
害
が
予

想
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
平
成
26
年
11
月
５
日
〜

６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
１
都
９
県
か

ら
集
ま
っ
た
消
防
、
警
察
、
ド
ク
タ
ー
、

自
衛
隊
な
ど
併
せ
て
１
，
２
０
０
人
以

上
が
浜
松
市
の
訓
練
施
設
に
集
結
し
大

地
震
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

菊
川
消
防
隊
は
、
高
さ
４
〜
５
メ
ー

ト
ル
の
土
砂
の
中
に
埋
も
れ
た
建
物
や

車
両
か
ら
の
救
出
や
津
波
の
警
戒
及
び

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
広
範
囲
災

害
対
応
訓
練
を
他
の
消
防
部
隊
と
連
携

し
て
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
８
月
27
日
に
菊
川
警
察
署

職
員
と
の
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。大

規
模
地
震
発
生
を
想
定
し
、
土
砂

や
が
れ
き
で
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

被
災
者
を
、
警
察
・
消
防
が
協
力
し
て

の
救
出
や
資
機
材
の
取
扱
い
訓
練
を
行

な
い
ま
し
た
。

ま
た
警
察
、
消
防
間
に
お
け
る
情
報

交
換
や
情
報
の
共
有
方
法
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

救
助
隊
で
は
救
助
技
術
の
向
上
を
目

指
し
、
毎
月
定
期
的
に
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

訓
練
の
内
容
は
、
高
所
に
張
ら
れ
た

ロ
ー
プ
を
渡
る
訓
練
や
、
低
所
に
い
る

要
救
助
者
を
高
所
の
安
全
な
場
所
へ
救

出
す
る
訓
練
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。年

々
、
自
動
車
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
や

電
気
自
動
車
な
ど
に
形
態
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
な
か
で
、
車
の
特
徴
や
構
造
を

理
解
す
る
た
め
、
実
際
に
廃
車
車
両
を

使
っ
て
、
車
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
要
救
助
者
を
救
出
す
る
訓
練
や
、

多
数
の
傷
病
者
を
一
時
的
に
収
容
し
、

救
護
所
と
し
て
使
用
す
る
エ
ア
ー
テ
ン

ト
設
営
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
８
月
31
日
に
市
内
全
域

で
、
突
発
型
の
大
規
模
地
震
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
本
部
で
は
、
組
織
全
体
で
大
規

模
地
震
に
対
応
す
る
た
め
「
災
害
対
策

本
部
と
の
連
携
」、「
災
害
対
応
力
の
強

化
」
を
重
点
項
目
に
掲
げ
、
訓
練
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
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平
成
26
年
度

緊
急
消
防
援
助
隊

　
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

菊
川
警
察
署
合
同
救
助
訓
練

救
助
訓
練

平
成
26
年
度

　
菊
川
市
消
防
本
部
総
合
防
災
訓
練

訓練紹介



花
火
教
室

防
火
教
室

7

幼
少
期
に
花
火
の
遊
び
方
を
指
導
す

る
こ
と
で
火
災
の
危
険
性
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
怪
我

や
火
災
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
毎

年
６
月
〜
７
月
の
本
格
的
な
花
火
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児
を

対
象
に
花
火
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
職
員
か
ら
花
火
の
使
い

方
、
注
意
事
項
を
パ
ネ
ル
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

説
明
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
女
性
消
防

団
員
と
一
緒
に
花
火
の
安
全
な
遊
び
方

を
学
び
ま
し
た
。

花
火
教
室
終
了
後
に
は
、
消
防
車
両

の
見
学
や
記
念
撮
影
を
行
い
、
満
面
な

笑
顔
で
安

全
に
花
火

を
す
る
こ

と
を
約
束

し
て
く
れ

ま
し
た
。

11
月
〜
12
月
に
か
け
て
市
内
の
保

育
園
、
幼
稚
園
に
出
向
き
防
火
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。
防
火
教
室
で
は
、
火

遊
び
は
し
な
い
・
火
事
を
見
つ
け
た
ら

ど
う
す
る
か
・
も
し
も
の
と
き
の
自
分

の
身
を
守
る
方
法
な
ど
を
学
び
、
園
児

達
は
、「
自
分
の
洋
服
に
火
が
着
い
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、
火
が
顔
の
近
く
に

来
な
い
よ
う
に
伏
せ
て
転
が
り
な
が
ら

火
を
消
す
」「
家
の
中
で
火
事
の
と
き

は
、
硬
い
も
の
で
床
を
叩
い
て
居
場
所

を
知
ら
せ
る
」「
煙
が
充
満
し
た
と
き

は
、
低
い
姿
勢
で
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う

に
逃
げ
る
」
な
ど
、
消
防
職
員
の
実
技

を
見
な
が
ら
、
ど
の
指
導
に
も
元
気
よ

く
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
火
災
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
よ
う
で

し
た
。　

行事紹介

施設見学
毎年、市内の小学４年生が社会科の授業の一環で消防署に来署します。
今年度より消防庁舎が新しくなり、煙訓練や防火衣の着脱訓練を体験してもらいました。ど
の児童も普段見ることのできない装備品や資器材を目の前にして真剣そのものでした。
消防職員から、消防車に積載してある水の使用時間や、救急現場ではどのような事例が多い
かなどのクイズ形式の質問に、児童たちは元気いっぱいに答えていました。
最後には、消防職員に児童からいろいろな質問が飛び出し、消防の仕事や役割について
理解を深めて頂きました。
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平
成
27
年
３
月
１
日
〜
７
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
『
春
の
火
災
予
防
運
動
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
車

で
市
内
を
巡
回
し
広
報
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
菊
川
駅
前
で
は
街
頭

広
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

春
先
は
ま
だ
ま
だ
火
災
の
多
い
季
節

で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
菊
川
市
内
の
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

本
年
度
、
市
内
１
，
０
９
０
件
の
お

宅
を
戸
別
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
の
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
約
31
％
の
お
宅
が
未
設
置
の
状
態

で
、
中
に
は
「
買
っ
て
あ
る
け
ど
付
け

て
い
な
い
。」
と
い
う
お
宅
も
あ
り
ま

し
た
。住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
さ

れ
て
い
な
い
お
宅
は
早
急
に
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
気
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
、

ド
ラ
イ
バ
ー
１
本
で
簡
単
に
取
り
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
取

り
付
け
位
置
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
消
防
本
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
で
初

め
て
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ

が
発
足
し
ま

し
た
。
今
年

度
は
、
菊
川

市
立
お
お
ぞ

ら
幼
保
園
、

中
央
幼
稚
園
、

ひ
か
り
保
育

園
の
年
長
園
児
が
加
入
し
、
各
園
で
発

足
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
園
児

が
火
の
用
心
の
誓
い
を
宣
言
し
た
後
、

消
防
車
か
ら
の
放
水
を
体
験
し
、
一
人

前
の
消
防
士
の
よ
う
で
し
た
。

秋
季
火
災
予
防
運
動
で
は
、
お
お
ぞ

ら
幼
保
園
の
園
児
が
市
内
の
商
業
施
設

で
、
火
災
予
防
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

な
が
ら
、
来
店
者
に
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
頃
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
火
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、楽
し
さ
の
中
か
ら
、

火
遊
び
の
怖
さ
を
学
び
、
園
児
た
ち
の

活
動
を
と
お
し
て
、
市
民
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
随
時
市
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
で
発
足
す
る
予
定
で
す
。

市
内
全
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
と

し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
応
募
作
品
３
５
６
点
か
ら
９
点

が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
の
皆
さ
ん
は
、
菊
川
文
化
会
館
ア
エ

ル
で
行
わ
れ
た
市
制
10
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
安
全
・
安
心
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
き
く
が
わ

２
０
１
４
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
、
防
火
を
強
く
訴
え

る
、
す
ば
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
市
長
賞
・
熊
谷
安
裕

菜
さ
ん
（
小
笠
北
）、
教
育
長
賞
・
赤

堀
夢
月
さ
ん
（
横
地
）、
消
防
長
賞
・

青
島
良
磨
さ
ん
（
加
茂
）、
金
賞
・
北

山
弥
幸
さ
ん
（
六
郷
）、
銀
賞
・
赤
堀

未
依
さ
ん
（
小
笠
東
）、
銀
賞
・
松
井

佳
穂
さ
ん
（
堀
之
内
）、
銅
賞
・
浅
井

隆
さ
ん
（
内
田
）、大
橋
青
宙
さ
ん
（
小

笠
南
）、
雲
母
八
千
穂
さ
ん
（
河
城
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

春
季
火
災
予
防
運
動

実
施
し
ま
す
！！

付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

幼
年
消
防

　
　
ク
ラ
ブ
発
足
！！

平
成
26
年
度
　
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
！！

◎
市
長
賞　

熊
谷
安
裕
菜
さ
ん

◎
教
育
長
賞　

赤
堀
夢
月
さ
ん

◎
消
防
長
賞　

青
島
良
磨
さ
ん

め
ざ
せ
火
災
０
！！
　
火
災
予
防
の
取
組
み


